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日本酒を愛する人の 

平 成 2 2 年 度   

第 1 回例会（報告） 

 

平
成
２２
年
３
月
１４
日
（
日
）
１３
時
か

ら
、
我
孫
子
市
の
老
舗
割
烹
鈴
木
屋
本
店

に
て
９４
名
の
参
加
を
得
て
平
成
２２
年
度

総
会
と
第
１
回
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

開
催
に
先
立
ち
「
搾
り
た
て
の
新
酒
」

の
試
飲
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
品
酒
は 

３０
蔵
３５
品
で
し
た
。
（
試
飲
ア
ン
ケ
ー

ト
集
計
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

総
会
で
は
、
竹
内
事
務
局
長
か

ら
２１
年
度
収
支
計
算
書
、
西
堀

監
事
か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
承

認
さ
れ
た
。 

例
会
で
は
、
か
す
が
会 

金
子

会
長
、
春
日
や
中
村
社
長
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。 

本
日
の
参
加
蔵
元
は
、
「
越
後

鶴
亀
」
上
原
酒
造
㈱
営
業
部
の
田

中
秀
明
氏
、
「
黒
牛
」
㈱
名
手
酒

造
店
社
長
の
名
手
孝
和
氏
で
あ

っ
た
。
上
原
酒
造
㈱
は
、
出
品
酒

は
以
前
か
ら
あ
っ
た
が
例
会
参

加
は
初
め
て
。
創
業
明
治
２３
年
、

お
目
出
た
い
商
標
「
鶴
亀
」
の
由

来
、
酒
造
造
り
に
適
し
た
環
境
な

ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。
名
手
酒
造

店
の
名
手
社
長
は
超
多
忙
に
も

係
わ
ら
ず
参
加
頂
き
、
今
年
の
酒

米
や
造
り
の
状
況
を
説
明
し
て

頂
い
た
。 

本
日
の
料
理
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。 

一
ホ
タ
ル
烏
賊
と
モ
ン
ゴ
烏
賊
、 

 
 

ワ
カ
メ
、
山
う
ど
、
酢
味
噌
か
け 

二
鰹
の
た
た
き 

薬
味 

ポ
ン
酢 

三
高
野
豆
腐
と
煮
穴
子
、
炊
合
せ
菜
の
花 

四
鮭
の
焼
き
お
に
ぎ
り
、
東
京
た
く
わ
ん 

五
ア
サ
リ
酒
蒸
し
、
竹
の
子
、 

シ
イ
タ
ケ 

六
白
魚
と
根
三
つ
葉
の
か
き
揚
げ
、 

た
ら
の
芽
、
藻
塩 

レ
モ
ン 

 

上原酒造 田中氏、名手酒造店 名手氏、事務局長 竹内氏、 会長 金子 

35 種類の新酒を試飲しま

した。その後は美味しい料

理と旨いお酒を堪能しま

した。楽しい会でした。 
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「
酒
米
の
種
類
に
よ
る
味
の
違
い 

 

日
本
酒
の
主
材
料
で
あ
る
米
は
、

食
用
と
し
て
有
名
な
「
こ
し
ひ
か

り
」
や
「
さ
さ
に
し
き
」
と
は
違
い
、

酒
造
用
に
特
別
に
開
発
さ
れ
た
酒

造
好
適
米
で
す
。 

 

美
味
し
い
お
酒
を
醸
す
た
め
に

酒
造
米
に
必
要
な
条
件
と
し
て
は
、

粒
が
大
き
く
強
度
の
精
米
に
耐
え

る
事
、
表
面
部
分
の
蛋
白
質
成
分
が

少
な
く
中
心
部
分
の
澱
粉
の
純
度
が
高

い
事
、
粒
の
中
心
に
白
い
「
ハ
ゼ
」
と
呼

ば
れ
る
部
分
が
な
る
べ
く
多
く
入
っ
て

い
る
事
等
々
が
有
り
、
農
林
水
産
省
や
各

県
で
開
発
さ
れ
た
酒
造
好
適
米
は
１
１

０
種
を
超
え
て
い
ま
す
。 

 

図
は
主
な
酒
造
好
適
米
の
県
別
産
地

を
表
し
て
い
ま
す(

月
桂
冠
の
ＨＰ
か
ら)

。

「
山
田
錦
」
や
「
五
百
万
石
」
は
超
有
名

ブ
ラ
ン
ド
で
多
く
の
地
域
で
生
産
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

お
酒
の
味
に
影
響
を
与
え

る
要
素
と
し
て
は
、
酒
米
の

種
類
・
精
米
歩
合
・
仕
込
水

の
違
い
・
浸
水
量
・
米
の
蒸

し
方
・
酵
母
菌
の
違
い
・
麹

の
作
り
方
・
仕
込
み
と
管
理

方
法
・
加
水
や
ア
ル
添
方

法
・
殺
菌
熱
処
理
方
法
・
瓶

詰
め
と
そ
の
後
の
保
管
管

理
・
熟
成
の
進
み
具
合
・
工

場
や
保
管
場
所
の
環
境
等
、

酒
造
り
の
全
て
の
工
程
と
そ

の
後
の
保
管
方
法
ま
で
味
に

影
響
し
ま
す
。 

 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
酒
米
の

種
類
に
よ
る
味
の
違
い
」
で
す

の
で
、
比
較
試
飲
に
際
し
て
、

酒
米
は
違
う
が
他
の
製
造
条
件
は
出
来

る
限
り
同
じ
お
酒
を
用
意
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
れ
に
は
同
じ
蔵
元
の
中
で
製
造
方

法
が
同
じ
で
酒
米
だ
け
が
違
う
お
酒
を

見
つ
け
る
事
が
一
番
の
早
道
で
す
。 

そ
こ
で
か
す
が
会
の
会
員
蔵
元
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
出
し
、
比
較
試
飲
に
適
し
た

お
酒
と
し
て
推
薦
し
て
頂
い
た
お
酒
の

中
か
ら
、
純
米
吟
醸
酒
ク
ラ
ス
を
中
心
に

八
ペ
ア
十
六
種
を
選
定
し
て
購
入
す
る

事
に
致
し
ま
し
た
。 

（
変
更
の
可
能
性
も
有
り
ま
す
） 

・
北
海
道
（
高
砂
酒
造
） 

 

「
吟
風
」・「
彗
星
」 

・
秋
田
（
日
の
丸
醸
造
） 

 

「
あ
き
た
酒
こ
ま
ち
」
・
「
美
郷
錦
」
・ 

「
吟
の
精
」・「
星
あ
か
り
」 

 
 
 
 
 
 

 

・
山
形
（
出
羽
桜
酒
造
） 

 

「
山
田
錦
」・「
愛
山
」 

・
山
形
（
冨
士
酒
造
） 

 

「
美
山
錦
」・「
出
羽
燦
々
」 

・
千
葉
（
東
薫
酒
造
） 

 
「
総
の
舞
」・「
華
吹
雪
」 

・
和
歌
山
（
名
手
酒
造
） 

 

「
雄
町
」・「
山
田
錦
」 

・
鳥
取
（
千
代
む
す
び
酒
造
） 

 

「
強
力
」・「
山
田
錦
」 

 
 

 

地
域
別
に
見
る
と
少
し
偏
り
も
感
じ

ま
す
が
、
兎
に
角
「
酒
米
の
違
い
に
よ
る

味
の
違
い
」
を
判
別
し
易
く
す
る
為
に
、

同
一
蔵
元
の
同
一
製
造
方
法
に
拘
っ
て

集
め
る
事
に
致
し
ま
し
た
。 

 

か
す
が
会
と
し
て
も
初
め
て
の
テ
ー

マ
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
味
の
違
い
が
有

る
の
か
が
大
変
楽
し
み
で
す
。 

 

会
員
の
皆
様
も
こ
の
機
会
に
、
是
非
と

も
ご
自
分
の
舌
で
比
較
し
て
楽
し
ん
で

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

平成２２年度第２回例会企画 

 

酒米 誕生 交配種
吟風 1989（北海道） Ｆ１（八反錦＋上育404号）＋きらら
彗星 2006（北海道） 初雫＋吟風
あきた酒こまち 1992（秋田） 秋系酒251＋秋系酒306
美郷錦 1987（秋田） 山田錦＋美山錦
吟の精 1990（秋田） 合川1号＋秋系53
星あかり 1987（宮城） 初星＋美山錦
山田錦 1923（兵庫） 新山田穂＋短稈渡船
愛山 1941（兵庫） 愛船117＋山雄67
美山錦 1972（長野） たかね錦の突然変異
出羽燦々 1985（山形） 美山錦＋華吹雪
総の舞 2000（千葉） 白妙錦＋中部72号
華吹雪 1974（青森） おくほまれ＋ふ系103号
雄町 1859（岡山） 原種は「短稈渡船」？
強力 1915（鳥取） 在来品種21種より純系分離
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全
国
新
酒
鑑
評
会 

 
平
成
２１
年
酒
造
年
度
の
新
酒
鑑
評
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
44
年
の
第
１

回
開
催
以
来
、
今
年
で
通
算
98
回
と
な
り

ま
す
。
本
鑑
評
会
は
、
そ
の
年
に
製
造
さ

れ
た
清
酒
を
全
国
規
模
で
調
査
・
研
究
す

る
こ
と
で
製
造
技
術
と
酒
質
の
現
状
及

び
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
全
国
規
模
で
開

催
さ
れ
る
唯
一
の
清
酒
鑑
評
会
で
品
質

の
向
上
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

左
記
の
表
は
か
す
が
会
会
員
蔵
元
の

入
賞
酒
で
す
。
ほ
と
ん
ど
山
田
錦
で
醸
し

た
お
酒
で
す
が
、
「
天
の
戸
」
（
浅
舞
酒
造
）

は
山
田
錦
を
一
切
使
わ
ず
、
減
農
薬
減
化

学
肥
料
米
「
秋
田
酒
こ
ま
ち
」
１
０
０
％

で
仕
込
ん
だ
お
酒
で
の
金
賞
受
賞
で
す
。 

出
品
酒
は
、
第
１
部
（
原
料
米
と
し
て

山
田
錦
以
外
の
品
種
を
単
独
ま
た
は
併

用
、
あ
る
い
は
山
田
錦
の
使
用
割
合
が
原

料
の
５０
％
以
下
で
製
造
し
た
吟
醸
酒
）
と

第
２
部
（
原
料
米
と
し
て
山
田
錦
の
品
種

を
単
独
ま
た
は
山
田
錦
の
使
用
割
合
が
、

原
料
の
５０
％
を
超
え
て
製
造
し
た
吟
醸

酒
）
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
第
２
部
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
が
１５
％
程
度
で
す
。 

               

鑑
評
会
（
飲
用
し
な
い
。
料
理
と
の
相

性
無
関
係
）
で
の
「
山
田
錦
」
神
話
は
続

い
て
い
ま
す
が
、
当
会
３
月
例
会
で
は
搾

り
た
て
の
新
酒
を
実
際
に
飲
用
し
料
理

と
の
相
性
を
見
極
め
コ
メ
ン
ト
し
ま
し

た
（
Ｐ３
）。
ま
た
、
７
月
例
会
で
は
色
々

な
酒
米
の
お
酒
を
楽
し
む
会
を
企
画
し

ま
し
た
（
Ｐ２
）。
私
達
は
色
々
な
タ
イ
プ

の
日
本
酒
を
料
理
と
共
に
飲
用
温
度
を

変
え
な
が
ら
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

３
月
例
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計 

３
月
例
会
参
加
者
（
９４
名
）
の
４８
名

（
５１
％
）
の
方
か
ら
試
飲
の
コ
メ
ン
ト
を

多
数
頂
き
ま
し
た
。
蔵
元
さ
ん
に
は
全
て

報
告
済
み
で
す
が
、
紙
面
の
関
係
で
抜
粋

し
て
３Ｐ
と
な
り
ま
し
た
。 

全
体
の
感
想
は
次
の
通
り
で
し
た
。 

・
お
酒
の
知
識
が
毎
回
増
え
て
い
ま
す
。 

・
味
の
あ
る
お
酒
が
多
か
っ
た
。 

・
お
酒
も
お
料
理
も
と
て
も
美
味
し
い
。 

・
出
品
酒
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
。 

・
出
品
蔵
元
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。 

・
蔵
元
に
感
謝
で
す
。
非
売
品
の
ス
ッ
ピ

ン
酒
あ
り
が
と
う
。
こ
の
お
酒
が
ど
の

よ
う
に
成
長
す
る
か
楽
し
み
で
す
。 

 

次
回
の
予
定 

第
３
回
例
会 

・
日 

時
：
１１
月
２１
日
１３
時
か
ら 

・
場 

所
：
鈴
木
屋
本
店
（
我
孫
子
市
） 

・
テ
ー
マ
：
未
定 

 

編 

集 

後 

記 

 

今
年
も
庭
と
は
呼
べ
な
い
程
の
狭
い

花
壇
に
例
年
よ
り
遅
れ
て
ト
マ
ト
・
茄
子
、

キ
ュ
ー
リ
・
ピ
ー
マ
ン
と 

欲
張
っ
て
植
え
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
と

異
常
気
象
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
酒
米

に
ど
ん
な
影
響
が
出
る
の
で
し
ょ
う
。
さ

さ
や
か
な
我
が
家
の
夏
野
菜
の
生
育
に

も
チ
ョ
ッ
ピ
リ
と
心
配
が
・
・
・
・
・
・
。 

（
か
す
が
会
副
会
長 

加
藤 

洋
一
） 

銘柄 蔵元
北海道 国士無双 高砂酒造㈱ ☆
宮城県 新関 ㈱平孝酒造 ☆

天の戸 浅舞酒造㈱ ☆
まんさくの花 日の丸醸造㈱
秀よし （名）鈴木酒造店
刈穂 秋田清酒㈱ ☆
福小町 ﾅｼｮﾅﾙ物産㈱木村酒造事業部 ☆
栄光冨士 冨士酒造㈱
出羽桜 出羽桜酒造㈱
辨天 （資）後藤酒造店 ☆
大和川 （資)大和川酒造店
開当男山 開当男山酒造 ☆

茨城県 月の井 ㈱月の井酒造店 ☆
東力士 ㈱島崎酒造
天鷹 天鷹酒造㈱
八海山 八海醸造㈱
長陵 高橋酒造㈱ ☆

千葉県 東薫 東薫酒造㈱
石川県 天狗舞 ㈱車多酒造
奈良県 豊祝 奈良豊澤酒造
鳥取県 トップ水雷 ㈱稲田本店 ☆
島根県 李白 李白酒造㈲

入賞酒の中で特に優秀と認められたものが金賞酒です。

出品点数＝８９５点
入賞酒　＝４５７点（金賞：２４２点）
入賞酒とは、出品酒の中で優秀と認められたものです。

☆は金賞酒です。

平成２１年全国新酒鑑評会　かすが会員の入賞酒

秋田県

山形県

福島県

栃木県

新潟県

1065 
1049 1019 997 981 957 

920 
892 


